
様式１

平成３０年度　富山県公共事業再評価対象事業箇所一覧表

着手
全体事業費
（百万円）

完成 H29まで 再評価の概要

事業箇所 経過年数 H30予定 （対応方針の決定理由）

残年数 H31以降残

H26 水路工　L=5,248m 1,091 50.4%

H32 360

小矢部市水島ほか地内 5年 190

2年 541

H26 区画整理　A=18.0ha 614 86.3%

H31 客土　A=20.7ha 493

魚津市三ヶ地内 5年 暗渠排水　A=8.1ha 37

1年 用排水路整備　L=1,390m 84

H26 区画整理　A=26.0ha 978 75.8%

H32 暗渠排水　A=8.4ha 711

富山市平榎地内 5年 営農環境整備　1.0式 30

2年 237

H26 用排水路　L=15,951m 947 56.2%

H31 農道　L=2,870m 522

高岡市福岡町土屋・鳥倉地内 5年 暗渠排水　A=19.5ha 10

1年 415

H26 用排水路　L=6,306m 451 90.9%

H31 区画整理　A=0.9ha 390

砺波市若林地内 5年 20

1年 41

H26 用排水路　L=7,008m 386 81.3%

H31 暗渠排水　A=2.3ha 174

南砺市大西地内 5年 140

1年 72

H26 用排水路　L=12,310m 559 87.1%

H31 区画整理　A=1.8ha 282

黒部市萩生地内 5年 205

1年 72

34
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用排水
路を再整備するとともに一部狭
い農地を大型機械導入可能な
大区画化とすることにより、営
農の効率化・担い手への農地
集積を図るもので事業効果は
高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

荻生北部地区

33
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用排水
路を再整備するとともに排水不
良田の解消により、営農の効
率化・担い手への農地集積を
図るもので事業効果は高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

大西地区

32
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用排水
路を再整備するとともに一部狭
い農地を大型機械導入可能な
大区画化とすることにより、営
農の効率化・担い手への農地
集積を図るもので事業効果は
高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

若林地区

30
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、ほ場を小区画から
大区画に整備し、営農の効率
化・担い手への農地集積を図
るもので事業効果は高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。 継続

平榎地区

31
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用排水
路を再整備するとともに排水不
良田の解消により、営農の効
率化・担い手への農地集積を
図るもので事業効果は高い。
・今後は予算を確保して事業
の進捗を計画どおり進める必
要がある。

継続

土屋・鳥倉地区

29
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、ほ場を小区画から
大区画に整備のほか、老朽化
した用排水路の改修等を行
い、営農の効率化・担い手へ
の農地集積を図るもので事業
効果は高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

三ヶ地区

28
土地
改良

県営水利施設整備事業

再

・四ヶ村地区の水路は、築造か
ら約50年経過しており、水路の
経年劣化が著しく、維持管理に
支障が生じている。
・このため、水路の補修を行う
ことにより農業用水の安定供
給と維持管理の負担軽減を図
るものであり、事業効果は高
い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

四ヶ村地区

整
理
番
号
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進捗率
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事業計画概要
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H26 用水路　L=6,500ｍ 336 92.6%

H31 客土　A=12.4ha 191

立山町女川新・東福地内 5年 120

1年 25

H26 用排水路　L=10,091m 1,065 72.8%

H31 客土　A=3.6ha 415

砺波市南般若ほか地内 5年 区画整理　A=1,9ha 360

1年 290

35
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用水路
を再整備するとともに一部区域
で不足している耕土厚を確保
することにより、営農の効率
化・担い手への農地集積を図
るもので事業効果は高い。
・事業の進捗は計画どおりであ
る。

継続

女川新・東福地区

36
土地
改良

県営農地整備事業

再

・本地区は、老朽化した用水路
を再整備するとともに一部区域
で不足している耕土厚を確保
することにより、営農の効率
化・担い手への農地集積を図
るもので事業効果は高い。
・今後は予算を確保して事業
の進捗を計画どおり進める必
要がある。

継続

南般若地区


